
1

タ

イ

ト

ル:

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

５

５

さ

ば

味

噌

煮

第
一
幕
：
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

〜
挑
戦

の
始
ま
り
〜

シ

ー

ン

1

：

た

い

焼

き

ト

ム

の

朝

（

東

京

都

内

の

商

店

街

の

一

角

に

あ

る

た

い

焼

き

屋

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

。

店

の

前

に

は

カ

ラ

フ

ル

な

看

板

「F
U
N
N
Y

T
A
IY

A
K
I
T
O
M
!!
」

が

輝

く

。

朝

の

商

店

街

は

静

か

だ

が

、

店

の

中

だ

け

は

異

様

な

活

気

に

満

ち

て

い

る

）

（

店

内

。

湯

気

が

立

ち

込

め

、

ト

ム

（30

代

前

半

・
米

国

人

）
が

フ

ラ

イ

パ

ン

を

振

り

回

し

な

が

ら

、

ま

る

で

ロ

ッ

ク

ス

タ

ー

の

よ

う

に

叫

ぶ

）

ト

ム

（

日

本

語

で

）

「

オ

ハ

ヨ

ー

、

魚

住

！

今

日

も

世

界

を

揺

る

が

す

た

い

焼

き

を

焼

く

ぞ

！

！

！

」
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（

バ

イ

ト

店

員

の

魚

住
（20

代

前

半

・
日

本

人

）

が

店

に

入

っ

て

く

る

。

髪

を

束

ね

、

エ

プ

ロ

ン

を

直

し

な

が

ら

眉

を

ひ

そ

め

る

）

魚

住

「…
…

嫌

な

予

感

し

か

し

ま

せ

ん

け

ど

」

（

ト

ム

、

キ

ラ

キ

ラ

し

た

目

で

ボ

ウ

ル

を

掲

げ

る

。

そ

の

中

に

は

、

艶

や

か

に

照

り

輝

く

さ

ば

味

噌

煮

。

甘

く

て

濃

厚

な

味

噌

ダ

レ

が

と

ろ

り

と

絡

み

、

脂

の

乗

っ

た

身

が

ほ

ぐ

れ

る

ほ

ど

に

柔

ら

か

い

）

ト

ム

（

満

面

の

笑

み

）

「

見

ろ

！

こ

の

美

し

き

フ

ォ

ル

ム

！

黄

金

色

の

味

噌

ダ

レ

が

、

ギ

ラ

ギ

ラ

と

輝

い

て

る

だ

ろ

う

！

？

脂

が

じ

ゅ

わ

っ

と

滴

り

落

ち

、

ふ

わ

っ

と

香

る

海

の

贈

り

物…
…

こ

の

圧

倒

的

な

旨

味

の

爆

弾

を

、

た

い

焼

き

に

ぶ

ち

込

む

ん

だ

！

！

」

魚

住
「

え

え

え

え

え

！
？

た

い

焼

き

に

魚

入

れ

る

の

、

ま

だ

懲

り

て

な

か

っ

た

ん

で

す

か

！

？



3

し

か

も

味

噌

煮

！

？

甘

い

の

！

？

し

ょ

っ

ぱ

い

の

！

？

ど

っ

ち

な

の

！

？

」

（

ト

ム

、

胸

を

張

る

）

ト

ム
「

ボ

ー

ス

！
！

甘

さ

と

塩

気

の

究

極

の

融

合

！

味

噌

の

コ

ク

が

広

が

る

た

び

に

、

生

地

の

ふ

ん

わ

り

と

し

た

甘

み

が

包

み

込

み

、

最

後

に

じ

わ

ぁ

っ

と

さ

ば

の

旨

味

が

押

し

寄

せ

る…
…

こ

れ

が

新

時

代

の

た

い

焼

き

だ

！

！

！

」

（

魚

住

、

震

え

る

）

魚

住

「

い

や

い

や

い

や

、

ヤ

バ

い

で

す

よ

こ

れ…
…

絶

対

お

客

さ

ん

、

ド

ン

引

き

し

ま

す

よ…
…

」

（

ト

ム

、

輝

く

目

で

前

を

見

据

え

る

）

ト

ム
「

そ

れ

を

今

か

ら

証

明

す

る

ん

だ

！

さ

あ

、

開

店

だ

！

！

！

」
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（B
G
M

が

盛

り

上

が

り

、
タ

イ

ト

ル

が

ド

ー

ン

と

表

示

さ

れ

る

）

第
二
幕
：
試
作
品
完
成
！
伝
説
の

一
口
目

シ

ー

ン

2

：

試

作

品

完

成

！

（

た

い

焼

き

の

鉄

板

が

ジ

ュ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ッ

と

音

を

立

て

る

。

生

地

が

焼

け

る

甘

い

香

り

と

、

味

噌

の

濃

厚

な

香

ば

し

さ

が

混

ざ

り

合

い

、

店

内

に

充

満

す

る

）

魚

住

（

顔

を

し

か

め

る

）

「…
…

こ

の

匂

い

、

ち

ょ

っ

と

強

烈

で

す

ね…
…

甘

い

？

い

や

、
し

ょ

っ

ぱ

い

？

い

や

、

味

噌

？

…
…

も

う

わ

か

ん

な

い

！

」

（

ト

ム

、

腕

を

組

ん

で

大

き

く

頷

く

）
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ト

ム
「

最

高

の

カ

オ

ス

だ

ろ

う

！
？

こ

れ

が

フ

ュ

ー

ジ

ョ

ン

の

力

だ

！

」

（

そ

こ

へ

、
最

初

の

お

客

・
小

学

生

の

タ

ケ

シ

が

店

の

前

に

現

れ

る

。

リ

ュ

ッ

ク

を

背

負

い

、

ポ

ケ

ッ

ト

に

100
円

玉

を

握

り

し

め

て

い

る

）

タ

ケ

シ

「

お

じ

さ

ん

、

普

通

の

あ

ん

こ

の

た

い

焼

き

ち

ょ

う

だ

い

！

」

ト

ム
「

ヘ

イ

・
ボ

ー

イ

！
新

作

の

さ

ば

味

噌

煮

た

い

焼

き

は

ど

う

だ

？

」

（

タ

ケ

シ

、

眉

を

ひ

そ

め

る

）

タ

ケ

シ

「

え

え

え…
…

魚

！

？

」

ト

ム

「

そ

う

だ

！

さ

ば

！

た

だ

の

さ

ば

じ

ゃ

な

い

！

甘

辛

く

煮

込

ま

れ

た

絶

品

の

味

噌

煮

だ

！

そ

れ

を

、
黄

金

色

に

焼

け

た

生

地

の

中

に

閉

じ

込

め

た

、
ま

さ

に“

海

と

大

地

の

ハ

ー

モ

ニ

ー”

！

！

」
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（

タ

ケ

シ

、

じ

っ

と

た

い

焼

き

を

見

つ

め

る

。

湯

気

が

ふ

わ

り

と

上

が

り

、

中

か

ら

味

噌

ダ

レ

が

と

ろ

り

と

流

れ

出

す

）

タ

ケ

シ
「…

…
う

わ

、
で

も

な

ん

か…
…

ち

ょ

っ

と

ウ

マ

そ

う…
…

」

（

タ

ケ

シ

、

一

口

か

じ

る

。

中

か

ら

ト

ロ

リ

と

し

た

味

噌

ダ

レ

が

あ

ふ

れ

出

し

、

さ

ば

の

ふ

っ

く

ら

と

し

た

身

が

現

れ

る

）

（

目

を

見

開

く

タ

ケ

シ

。

ゆ

っ

く

り

と

口

を

動

か

し

、

噛

み

し

め

る—
—

）

タ

ケ

シ
「…

…

う

、
う

わ

ぁ

ぁ

ぁ

ぁ

ぁ

！
？

な

ん

だ

こ

れ

！

？

甘

い

の

に

し

ょ

っ

ぱ

い

！

し

ょ

っ

ぱ

い

の

に

甘

い

！

？

で

も…
…

ウ

マ

い

！

！

？

」

（

魚

住

、

驚

愕

）

魚

住

「

え

！

？

ま

さ

か

の

ア

リ

！

？

」
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ト

ム

「H
A
H
A
H
A
H
A
!

ア

イ

・
ト

ー

ル

ド

・
ユ

ー

！

フ

ァ

ニ

ー

は

正

義

！

！

！

」

（

そ

こ

へ

、

商

店

街

の

人

々

が

ざ

わ

め

き

な

が

ら

店

の

前

に

集

ま

り

始

め

る

）

客

た

ち
「

え

！
？

た

い

焼

き

に

魚

！
？

」
「…

…

で

も

、
タ

ケ

シ

君

が

そ

ん

な

に

驚

い

て

る

な

ら

、

ち

ょ

っ

と

食

べ

て

み

た

い

か

も

？

」

（

列

が

で

き

、

注

文

が

次

々

に

入

る

。

商

店

街

が

ざ

わ

め

き

、S
N
S

で

拡

散

さ

れ

る

）

第
三
幕
：
拡
散
！
た
い
焼
き
戦
争

勃
発

シ

ー

ン

3

：S
N
S

で

バ

ズ

る

（

店

内

は

活

気

に

満

ち

、

さ

ば

味

噌

煮

た

い

焼

き

を

求

め

る

客

で

行

列

が

で

き

て

い

る

。

店

の

前

で

は

ス

マ

ホ

を

片

手

に

写

真

を

撮

る

人

々

）
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客

A

「

こ

れ

が

例

の

た

い

焼

き

！

？

う

わ

っ

、

匂

い

が

す

ご

い…
…

甘

じ

ょ

っ

ぱ

い

、

で

も

魚

の

香

り

も…
…

」

客

B

「

信

じ

ら

れ

な

い

け

ど

、

こ

れ

が

ウ

マ

い

っ

て

話

題

な

ん

だ

よ

ね

？

…
…

試

し

て

み

る

し

か

な

い

！

」

（

パ

リ

ッ

と

し

た

皮

が

砕

け

る

音

。

と

ろ

り

と

あ

ふ

れ

出

す

味

噌

ダ

レ

、

湯

気

が

立

ち

上

る

。

そ

の

瞬

間—
—

）

客

B

「

！
？

…
…

う

、
う

ま

い

っ…
…

！
！
！

ま

る

で

、

た

い

焼

き

と

海

の

奇

跡

の

共

演

！

！

」

（

店

の

前

の

人

々

が

一

斉

に

振

り

向

く

）

客

C

「

な

、

何

ィ

！

？

そ

ん

な

に

ウ

マ

い

の

か

！

！

？

」

（

そ

の

瞬

間

、
動

画

配

信

者

が

ラ

イ

ブ

を

開

始

）
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配

信

者

A

「

視

聴

者

の

み

ん

な

、

今

俺

は

伝

説

の

一

品

に

出

会

っ

て

し

ま

っ

た

か

も

し

れ

な

い

！

！

！

」

（

画

面

の

向

こ

う

側

で

視

聴

者

が

一

斉

に

コ

メ

ン

ト

を

打

つ

）

コ

メ

ン

ト

A

「

ま

じ

か

よ

、

今

す

ぐ

食

べ

に

行

く

」

コ

メ

ン

ト

B

「

嘘

だ

ろ

！
？

た

い

焼

き

と

サ

バ

っ

て

ど

う

い

う

こ

と

だ

よ

」

（S
N
S

に

投

稿

さ

れ

、
瞬

く

間

に

拡

散

さ

れ

る

。

店

の

前

に

は

全

国

各

地

か

ら

の

客

が

押

し

寄

せ

る

）

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

（

テ

レ

ビ

ニ

ュ

ー

ス

風

）

「

話

題

沸

騰

の

新

ス

イ

ー

ツ

『

さ

ば

味

噌

煮

た

い

焼

き

』

！

賛

否

両

論

の

奇

抜

な

組

み

合

わ

せ

が

、

な

ぜ

か

絶

品

と

評

判

に

！

」
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第
四
幕
：
ラ
イ
バ
ル
出
現
！
た
い

焼
き
バ
ト
ル
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

シ

ー

ン

4
：

巨

大

企

業

の

脅

威

（

数

日

後

、

大

手

食

品

メ

ー

カ

ー

『JA
P
A
N

F
O
O
D

C
O
R
P

』

が

、

対

抗

商

品

を

発

表

す

る

）

ニ

ュ

ー

ス

キ

ャ

ス

タ

ー
「

人

気

急

上

昇

中

の
『

た

い

焼

き

ト

ム

』

に

対

抗

し

、

大

手

食

品

メ

ー

カ

ー

が

開

発

し

た
『

プ

レ

ミ

ア

ム

さ

ば

味

噌

パ

イ

』

が

販

売

開

始

！

」

（

ト

ム

と

魚

住

、

テ

レ

ビ

を

見

な

が

ら

愕

然

と

す

る

）

魚

住

「

え

！

？

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

！

こ

れ

っ

て…
…

完

全

に

パ

ク

ら

れ

て

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

！

」

（

ト

ム

、

拳

を

握

る

）
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ト

ム

「H
A
H
A
H
A
H
A

！

つ

ま

り

、

俺

た

ち

が

正

し

か

っ

た

っ

て

こ

と

だ

！
！

で

も

、
負

け

る

気

は

し

な

い

ぜ

！

」

（JA
P
A
N

F
O
O
D

C
O
R
P

の

高

級

ス

ー

ツ

を

着

た

社

長

・
黒

井
（50
代

）
が

記

者

会

見

で

笑

う

）

黒

井

「

皆

さ

ん

、

た

い

焼

き

に

魚

を

入

れ

る

と

い

う

ア

イ

デ

ア

は

斬

新

で

す

が

、

や

は

り

大

手

の

技

術

力

で

作

る

こ

と

で

、

よ

り

洗

練

さ

れ

た

味

が

提

供

で

き

る

と

確

信

し

て

い

ま

す

」

（S
N
S

上

で

は

論

争

が

巻

き

起

こ

る

）

ユ

ー

ザ

ー

A

「

い

や

、

元

祖

は

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

だ

ろ

！

」

ユ

ー

ザ

ー

B

「

で

も

大

手

の

方

が

安

定

し

た

味

な

ん

じ

ゃ

？

」

ユ

ー

ザ

ー

C

「

ど

っ

ち

が

美

味

い

か

、

食

べ

比

べ

す

る

し

か

ね

ぇ

！

！

」
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（

店

の

前

に

は

テ

レ

ビ

ク

ル

ー

が

押

し

寄

せ

る

。

リ

ポ

ー

タ

ー

が

興

奮

し

た

様

子

で

レ

ポ

ー

ト

）

リ

ポ

ー

タ

ー

「

今

、

東

京

の

商

店

街

で

『

た

い

焼

き

バ

ト

ル

』
が

勃

発

し

て

い

ま

す

！

元

祖

か

、

新

勢

力

か

！

勝

負

の

行

方

は

！

？

」

（

突

如

、

謎

の

覆

面

シ

ェ

フ

が

現

れ

る

。

顔

の

半

分

を

隠

し

、
白

い

コ

ッ

ク

帽

を

被

っ

て

い

る

）

覆

面

シ

ェ

フ

「

ふ

っ…
…

こ

の

戦

い

、

面

白

く

な

り

そ

う

だ

な…
…

」

魚

住
「

な

、
な

ん

で

す

か

！
？

あ

の

怪

し

い

人

は

！

！

？

」

ト

ム
「H

A
H
A
H
A

！

伝

説

の

料

理

人

か

！
？

ま

す

ま

す

燃

え

て

き

た

ぜ

！

！

！

」

（

全

国

を

巻

き

込

む

た

い

焼

き

バ

ト

ル

が

加

速

す

る

！

ト

ム

と

魚

住

は

、

新

た

な

究

極

の

た

い
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焼

き

を

生

み

出

せ

る

の

か

！
？

そ

し

て

、
大

企

業

と

の

戦

い

の

行

方

は

！

？

）

第
五
幕
：
決
戦
！
た
い
焼
き
頂
上

決
戦

シ

ー

ン

5

：

究

極

の

た

い

焼

き

開

発

（

ト

ム

と

魚

住

、

徹

夜

で

試

作

を

重

ね

る

。

厨

房

に

は

無

数

の

失

敗

作

が

転

が

る

）

魚

住

「

も

、

も

う

ダ

メ

で

す…
…

さ

ば

味

噌

煮

の

完

成

度

は

最

高

な

の

に

、

そ

れ

を

超

え

る

究

極

の

た

い

焼

き

な

ん

て…
…

！

」

ト

ム
「H

A
H
A
H
A
H
A

！
！

限

界

の

そ

の

先

に

、

俺

た

ち

の

道

が

あ

る

ん

だ

ぜ

！

！

」

（

ト

ム

、

天

を

仰

ぐ

）

ト

ム

「

思

い

出

せ…
…

た

い

焼

き

は

た

だ

の

食

べ

物

じ

ゃ

な

い

！

こ

れ

は…
…

俺

の

人

生

そ

の

も

の

だ

！

！

」
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（

魚

住

、

涙

を

ぬ

ぐ

う

）

魚

住
「…

…

わ

か

り

ま

し

た

！

や

り

ま

し

ょ

う

、

ト

ム

さ

ん

！

！

」

（

ふ

た

り

の

手

が

、

奇

跡

の

た

い

焼

き

を

生

み

出

す

瞬

間—
—

！

！

）

シ

ー

ン

6

：

た

い

焼

き

バ

ト

ル

決

着

！

（

都

内

最

大

の

イ

ベ

ン

ト

ホ

ー

ル

『

グ

ラ

ン

ド

た

い

焼

き

ア

リ

ー

ナ

』

に

、

各

界

の

料

理

人

・

食

通

・
芸

能

人

が

集

結

）

司

会

者
「

さ

あ

、
本

日

こ

こ

に

！

日

本

を

揺

る

が

す

た

い

焼

き

バ

ト

ル

の

決

戦

の

時

が

訪

れ

ま

し

た

！

！

！

こ

こ

で

緊

急

ニ

ュ

ー

ス

！

な

ん

と

、
伝

説

の

審

査

員

“

ミ

ス

タ

ー

・
パ

ー

フ

ェ

ク

ト”

こ

と

美

食

家

・
大

門
（

だ

い

も

ん

）
が

サ

プ

ラ

イ

ズ

参

加

を

決

定

！

！

！

」

（

会

場

が

ど

よ

め

く

。

大

門

は

、

顔

の

一

部

を

ス

カ

ー

フ

で

隠

し

た

ダ

ン

デ

ィ

な

男

。

世

界

的
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な

料

理

評

論

家

で

、

彼

の

評

価

が

業

界

を

左

右

す

る

ほ

ど

の

影

響

力

を

持

つ

）

黒

井

「

く

っ…
…

ま

さ

か

、

奴

が

来

る

と

は…
…

！

」

大

門

「

さ

て…
…

私

の

舌

を

満

足

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

の

か

？

」

（

審

査

員

が

、
両

者

の

た

い

焼

き

を

試

食

す

る

）

審

査

員

A

（

黒

井

の

た

い

焼

き

を

食

べ

て

）
「

う

む

、

完

璧

な

バ

ラ

ン

ス…
…

さ

す

が

は

大

手

の

技

術

力

！

」

審

査

員

B

（

ト

ム

の

た

い

焼

き

を

食

べ

て

）

「…
…

！
？

な

、
な

ん

だ

、
こ

の

味

は

！
！
？

」

（

会

場

が

静

ま

り

返

る

。

審

査

員

B

、

震

え

る

手

で

箸

を

落

と

す

）

審

査

員

B

「

こ

ん

な

の…
…

反

則

だ…
…

！
！

う

、

美

味

す

ぎ

る

！
！
！

口

に

入

れ

た

瞬

間

、
皮

が
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カ

リ

ッ

と

香

ば

し

く

焼

き

上

が

り

、

中

か

ら

広

が

る

極

上

の

味

噌

ダ

レ…
…

さ

ば

の

旨

味

が

濃

厚

で

あ

り

な

が

ら

、
嫌

な

臭

み

は

ゼ

ロ

！
！

ま

る

で

和

食

の

神

が

作

っ

た

た

い

焼

き

！

！

！

」

（

観

客

、

大

興

奮

！

！

）

観

客

A

「

う

お

お

お

お

お

お

！

！

！

」

観

客

B

「

食

べ

た

い

！
！
！

食

べ

さ

せ

ろ

お

お

お

お

！

！

！

」

（

大

門

、

ゆ

っ

く

り

と

ト

ム

の

た

い

焼

き

を

口

に

運

ぶ

。

沈

黙

。

そ

し

て—
—

）

大

門

「…
…

フ

ッ

。

久

々

に

心

が

震

え

た

よ

」

（

静

か

に

目

を

閉

じ

、

深

く

う

な

ず

く

）

大

門
「

こ

れ

は

、
ま

さ

に…
…

“

食

の

芸

術”

だ

」

（

会

場

が

爆

発

す

る

よ

う

な

歓

声

に

包

ま

れ

る

！

！

）
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黒

井

「

こ

、

こ

ん

な…
…

バ

カ

な…
…

！

」

（

司

会

者

が

結

果

を

発

表

）

司

会

者
「

優

勝

は…
…

た

い

焼

き

ト

ム

！
！
！

史

上

最

強

の

た

い

焼

き

、

こ

こ

に

誕

生

！

！

！

」

（

ト

ム

、
ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

！

魚

住

、
感

涙

！

観

客

、

ス

タ

ン

デ

ィ

ン

グ

オ

ベ

ー

シ

ョ

ン

！

）

ト

ム

「H
A
H
A
H
A
H
A

！

！

！

た

い

焼

き

は

、

心

で

作

る

ん

だ

ぜ

！

！

！

」

（

空

か

ら

た

い

焼

き

型

の

紙

吹

雪

が

舞

い

、

大

門

が

ト

ム

の

肩

を

叩

く

）

大

門
「

君

こ

そ

、
真

の“

た

い

焼

き

王”

だ…
…

」

（

カ

メ

ラ

が

空

に

向

き

、

た

い

焼

き

の

形

を

し

た

雲

が

ゆ

っ

く

り

と

流

れ

る

。

ト

ム

の

快

進

撃

は

続

く—
—

！

！

）
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第

一

幕

（15

分

）

た

い

焼

き

ト

ム

の

紹

介

、
さ

ば

味

噌

煮

た

い

焼

き

の

誕

生



第

二

幕

（15
分

）

試

作

品

作

り

、
最

初

の

お

客

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン



第

三

幕

（20

分

）

S
N
S

拡

散

、
大

人

気

に

な

る

が

ラ

イ

バ

ル

登

場



第

四

幕

（20

分

）

た

い

焼

き

バ

ト

ル

ロ

ワ

イ

ヤ

ル

開

始

、
黒

井

の

陰

謀



第

五

幕

（20

分

〜25

分

）

決

戦

！
大

門

の

審

査

、
感

動

の

フ

ィ

ナ

ー

レ
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